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東日本ユニオン「第15回定期大会」
開催される！

７月７日、東京都「田町交通ビル」において東日本ユニオン「第15回定期大
会」が開催されました。
大会では、この間の運動を総括するとともに、向こう一年間の運動方針が満場

一致で承認されました。
長野地本からは4名の代議員をはじめ、多くの組合員が傍聴で参加し、定期

大会をつくりだしました。

長野地本からは青木代議員（地本書記長）が発言しました。

■発言要旨
分会大会において、「年休を２日、組合活動のために使おう」との提起があり、要

求実現には組合員全員で取り組むことの大切さを改めて実感した。職場集会などを通
じて、組合員や家族が「東日本ユニオンで良かった」と思える組織づくりを今後も進
めていく。
地本として、企業型確定拠出年金セミナーを開催し、制度への理解を深めてきた。

今後も組合員の声を反映した取り組みを継続していく。
中央本線・篠ノ井線への中編成ワンマン運転導入について、現行ワンマン運転の課

題解決が前提であり、現場の課題を集約して改善を求めていく。
人事・賃金制度の検証では、多くの組合員から不満や改善要望が寄せられた。引き

続き全組合員との対話を重ね、安心して定年まで働ける労働条件・労働環境の実現を
目指して取り組んでいく。  

深石代議員（松本地区分会）が、
第15回定期大会の議長を担いました。

長野地本「第15回定期大会」に結集しよう！

日 時 2026年8月24日（月） 12:30開会
場 所 長野市「ＪＡ長野県ビル」12階Ｂ会議室

この間の運動の成果と、
向こう一年の運動方針を全体で確認しよう！
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